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Ⅴ．特記事項 

 

1．埼玉工業大学との連携・協力に関する協定 

東都大学は 2009 年 4 月に埼玉県深谷市にキャンパスを構え、医療人材育成の理念の

もと看護学科を新設した。その後、2018 年４月に幕張キャンパス 2021 年に沼津キャン

パスを開き４学部６学科を設け、医療人材育成に特化した教育カリキュラムを展開し、

地域への医療人材は輩出の使命のもと教育を進めている。 

一方、同じ市内にキャンパスのある埼玉工業大学は 1976 年 4 月に工学部を開設し、

工学系の単科大学として機械工学科、環境工学科、電子工学科を設けた。1998 年 4 月に

大学院修士課程、2000 年４月には同博士後期課程を開設し埼玉県を中心に工学系人材の

輩出に貢献している。 

AI、IoT 等が目覚ましい発展を遂げている中、本学臨床工学科では医療機器の IoT 化

に伴う情報セキュリティを担える次世代の臨床工学技士人材の育成を 2021 年 4 月より

開始した。情報系の科目を充実した特色あるカリキュラムは電気電子系、機械系、情報

系学科を有する大学や短大との教育資源の共有化、工学系大学院への進学等、進路の柔

軟な選択を両大学の学生に提供するものである。医学系専門科目に対する教育資源を東

都大学側から提供し、先端工学と融合した「ヘルスケア工学研究分野（仮称）」を構築す

ることで両校にとって次世代の高度人材育成の起点となるものと考え連携・協力に関す

る協定締結を 2022 年 2 月 1 日に締結した。 

 

2．東都大学医療機器歴史資料館 

東京大学医科学研究所において約 40 年前、本学理事長（当時、講師・助教授）が医・

工・獣医・薬学の合同チームを作り、本邦の医療機器開発を精力的に推し進めた。その

歴史を振り返ることは、医工学の専門知識を基本から学ぶ臨床工学、看護、管理栄養、

理学療法各学科の学生にとって貴重な体験であり、生きた学問である。幸いにして、千

葉県印西市立印旛医科器械歴史資料館や近隣の医療機関からの協力を頂き、歴史的医療

機器の収載を進めている。このように教育機関として成すべき役割をより充実したもの

とするために、医療機器歴史資料館（以下、資料館）の充実に取り組んでいる。その数

は 300 点を越え、医療器材の専門資料館として国内でも稀有な存在といえる。 

歴史は過去と現在を結びつける重要な役割を果たす。本資料館では、過去から現在へ

どのように医療が変化し、人々に貢献してきたかを実際に見て学ぶことができる。医療

器材の変遷とともに人々への治療方法も変化してきた。その背景にあるヒューマンケア

とはどのようなものか、また、どうあるべきかを本資料館は体感して学習する場でもあ

る。本学は、歴史から学んだことを未来へつなぐ医療人材の育成に力を注いでいる。 

また、本資料館を一般公開することで、本学の教育の根幹であるヒューマンケアの大

切さを地域の住民や訪れる人々に深く伝達することができる。 

本資料館が医療人材を育成する大学としての役割を果たす一助となるよう、オープン

キャンパス等での一般公開を通じて地域への社会貢献活動に取り組んでいる。  


